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本 論 は 、 フ ラ ンス に於 け る持 続 可 能 な郊 外 開発 の あ り方 をテ ー マ に、

銘 醸 地・ サ ン・ テ ミ リオ ン、 シ ャ ンパ ー ニ ュ、 そ して ブル ゴー ニ ュ を題

材 に分析 した。 そ こで得 られ た知 兄 は 、以 下 に整 理 で き る。

1.地 方 分権 で は な く地 方 集権

と りわ けサ ン・ テ ミ リオ ン とブル ゴー ニ ュで顕 著 だ が 、細 分 化 した基

礎 自治 体 で は な く、複 数 の それ の集 合 体 に地 方 分権 され た権 利 を (再 )

集 権 して い る。 と りわ け都 市 計 画 は 、生活 圏 とい う発想 に立 つ と、 一 基

礎 自治 体 の 中 で生 活 が完 結 す る こ とは な い。 教 会 教 区 に起源 を有 す る基

礎 自治 体 を守 りつ つ も、権 利 を集 約 して効 率 的都 市経 営 を実 施 す る地 方

集 権 の システ ム で あ る。

2.コ ンパ ク ト ロシテ ィで は な くコ ンパ ク ト・ マー ケ ッ ト

ブル ゴー ニ ュが典 型 だ が 、銘 醸 地 で は ワイ ンの 出荷 な どの た め 自動 車 、

さ らに幹 線 道 路 は不 可 欠で あ る。 そ こで 、住 宅 を ま とめ る コ ンパ ク ト・

シテ ィで は な く、商 業 や サ ー ヴ ィス を ま とめ る コ ンパ ク ト・ マ ー ケ ッ ト

の方 が適 切 で あ る。 問題 は 、 マ イ カー利 用 を前 提 と した屋 外 広 告 物 の氾

濫 で 、そ の制御 の た め、シ ャ ンパ ー ニ ュや ブル ゴー ニ ュで は文 化財 保 護 、

サ ン・ テ ミリオ ンで は地域 屋 外 広 告 物 プ ラ ンが活 用 され てい る。

3.ス マー ト・ シ ュ リンキ ング で は な くコ ンパ ク ト・ ス プ ロー ル

銘 醸 地 で は醸 造 所 の散在 は仕 方 な い。 これ は む しろ本 来 の意 味 で の ス

プ ロール の形 態 だ が 、 それ を否 定す る こ とは地域 経 済 の否 認 に な る。

問題 は住 ま い方 で 、 旧来 の集 落程 度 の規 模 を維 持 しな が ら、醸 造 所 や

コ ンパ ク ト・ マ ー ケ ッ トに ア クセ スす る。 旧市街 地 で の 自動 車利 用 の た

めの集 中駐 車 場 整 備 や 、一 定 の ま とま りの あ る戸 建 て住 宅 地 開発 で対 応

して い る。 シ ャ ンパ ー ニ ュのエペ ル ネ で は、既 に この こ とに 1970年 代 に

気 付 い て い た こ とが明 らか に な った。


